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立命館大学には，経済活

めの各種の道具が用意され

道具は宝の持ち腐れという

経年的に順次導入されたこ

おける分析手法の知識が必

１．は じ め に

動の動向を現実のデータを解

ている。しかしながら，これ

感をいなめなかった。その理

と，こうした道具を使いこな

要となること，正規の講義の

析しながら分析するた

までのところこれらの

由は，こうした道具が，

すためには，経済学に

中では分析手法の教育

で手一杯であり，具体的な

ることが困難なことによっ

学生諸君にとってみると

実のデータによって具体的

トや卒論で実際に生のデー

がわからないという問題が

分析に利用する道具の使い方

ている。

，講義によって各種の分析手

に分析するチャンスがない，

タで分析を行いたいと思って

あったと考えられる。

まで教育する時間を取

法を学んでもこれを現

あるいは３回生レポー

も今度は道具の使い方

こうした状況を生み出し

データを容易に収集するこ

らは，日経 情報が提

用することが可能となった

の計量経済分析用や統計解

（ ）

た最大の原因として，これま

とが困難であったことがあげ

供する， のデータを

ので，ここから必要なデータ

析用ソフトによって分析を行

では分析に必要となる

られる。 年４月か

インターネットで利

を入手した上で，各種

うことが容易になった。



本稿では，こうし

報処理，経済統計

ートや卒論を書く

立命館経済学（ 巻特

た一連の作業を行うための基

，計量経済学関係の講義にお

際の参考資料として利用して

別号）

本を説明しておく。統計学，

ける参考資料あるいは各種レ

もらえれば幸いである。

情

ポ

本稿では，２節

に必要なデータ

といったソフ

る を利用し

めて説明していく

用して，簡単な計

くことにする。こ

で簡単なマクロ計量経済モデ

を から入手し，

トが利用可能である。ここでは

て考え方を説明する。他のソフ

ことにしたい）という計量経済

量経済モデルを構築するため

こでは，１回生の情報処理演

ルを設定しこれを推定するた

（他にも，

初心者にとって最も利用が容易

トの利用方法に関しても順次稿

分析用のソフト・ウエアーを

の手続きを具体的に説明して

習や２回生の情報処理 で学

め

であ

を改

利

い

ぶ，

の基本操作

法に関しては既知

積極的にこれらの

２

，および情報処理 や計量経

であることを前提とする。こ

講義を聴講してもらいたい。

．基本的なマクロ計量経

済学 で学ぶ計量経済学の

うした内容に不慣れな諸君は

済モデルの設定

手

，

２ １ 国民所

ここでは極めて

のみを設定する，

マクロ経済の３面

＋

＋

得の３面等価

単純なマクロ経済モデルとし

以下のモデルを前提とする。

等価の関係である（変数の意

＋ ＋ ＋

＋（ ）＋ ＋

て，マクロ経済の３面等価構

このモデルの出発点は，以下

味は表１にまとめて説明している

造

の

）。

国民所得の３面

みが， 年 月

れていた）ではな

ある）に従って公

析（原則として，

（ ）

等価を考える上で問題となる

以降，従来の 体系

く， 体系（ に

表されていることである。こ

年から現在までのデータを用

のは，国民経済計算体系の仕

（ 年以前は新 体系と

関する説明として，浜田［

こで検討するような長期間の

いる）を行う上で必要となる

組

呼ば

］が

分

，



データ

表１ 基本

変数
記号 名称

を用いた経済分析への誘い（平田）

指標における と

の値

の対比

名称 の値

国内総生産・総支出
民間最終消費支出
政府最終消費支出
国内総固定資本形成
在庫品増加
財貨サービスの輸出
（控除）財貨サービスの輸入
雇用者所得（国内）
営業余剰
固定資本減耗
間接税
（控除）補助金

国内総生産・総支
民間最終消費支出
政府最終消費支出
国内総固定資本形
在庫品増加
財貨・サービスの
財貨・サービスの
雇用者報酬
営業余剰・混合所
固定資本減耗
生産・輸入品に課
補助金

出

成

輸出
輸入

得

される税

データが全て ベー

では基本的な原則に

応する変数の名称が異なり

らかにするため，表１に国

統計上の不突合

スで用意されている訳ではな

大きな違いがあるわけでは

，数値自身にも微妙な相違が

民経済計算の３面を構成する

統計上の不突合

い。また， と

ないにも関わらず，対

ある。これらの点を明

上記 式に登場す

る変数に関して， に

年における両者の値を示し

よび長期間の分析を行う際

ては，次節で説明する。

２ ２ 内生変数と外生変

本節におけるデータに関

おける名称と にお

ておく。これらのデータを具

に両系列のデータをどのよう

数

する説明は以上で終了する。

ける名称，および

体的に入手する方法お

に利用するのかに関し

本稿では， 式に含ま

れる変数のうち，民間最終

（以下投資と略す），財貨・サ

の中でその値が説明される変数

外から値を与える変数）として

（ ）

消費支出（以下消費と略す），

ービスの輸入（以下輸入と略す

）として扱い，その他の変数

扱うこととする。政府最終

国内総固定資本形成

）を内生変数（モデル

は外生変数（モデルの

消費支出は，政府の経



済政策によってそ

外生変数として考

る経済活動よりも

立命館経済学（ 巻特

の規模が決定されると考えら

えるのが一般的である。財貨

輸出相手国の経済活動によっ

別号）

れるので，政策変数と呼ばれ

・サービスの輸出も日本にお

て決定されると考えられるの

，

け

で，

これもモデルの外

況を最も敏感に反

中で決定されるべ

説明することに目

エアーの利用方法

変数として取り扱

以下では，各内

で決定される外生変数である

映して決定される変数でると

き変数であるが，ここではマ

的があるのではなく，このた

を説明することに目的がある

うこととする。

生変数（消費，投資，輸入）の

。在庫品増加は，経済活動の

考えられるので本来はモデル

クロ計量経済モデルの作成法

めに利用する各種のソフト・

ので，ここでも簡便のため外

変動を説明するための個別関

状

の

を

ウ

生

数

の形状およびここ

２ ３ 消費関

入門的なマクロ

＋

といった，説明

る）。現実の消費

で用いる変数に関して関数ご

数の特定化

経済学の教科書では，消費関

変数が１つの線形関数が想定

動向を説明するためには，こ

とに説明する。

数として極めて単純な，

される（ は消費， は所得

の関数は単純すぎて経済学的

であ

に

も計量経済学的

ここでは，消費関

い説明をしている

秋山・田中［

ここでは，基本

関数型をいくつか

消費関数を推定

（統計学的な評価）にも十分な説

数の特定化（推定に用いる関数

余裕はないので，これを詳し

］，小川・得津［ ］等を

的な消費関数を推定する上で

提示しておく。

するためのデータとして，

明力を持つとは考えられない

型を設定すること）に関して詳

く勉強したい場合には，高木

参考にすること。

必要となるデータ群と具体的

。

し

・

な

民

（ ）

間最終消費支出。

家計可処分所得。

実質家計可処分所得の過去

期末金融資産残高。

最高値。



データ

を用意することにする（消費

ータと整合的であるが，こうす

最終消費支出を推定することに

を用いた経済分析への誘い（平田）

支出として，家計最終消費支出

ると国民所得の３面がより複雑

する）。

を利用した方が，他のデ

になるので本稿では民間

消費関数の推定には，以

形の関数型のみを示すが，

＋

＋

＋ ＋

＋ ＋

詳しい説明は省略するが

下の関数型を用いることにす

推定には対数線形の関数型も

＋ ＋

，（ ）が基本的なケインズ

る。なお，以下では線

用いる。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

型の消費関数（絶対所

得仮説といわれる），（ ）が

クル仮説に従う消費関数，

純な形である。

２ ４ 投資関数の特定化

投資関数を推定するため

国民総生産

相対所得仮説に従う消費関数

（ ）は恒常所得仮説に従う

のデータとして，

。

，（ ）はライフサイ

消費関数のそれぞれ単

民間企業期

民間企業純投

法人税率。

を用意することとする。

投資関数の推定には，以

＋

＋

末資本ストック。

資。

下の関数を用いることとする。

（ ）

（ ）

＋

＋

（ ）

＋

（ ）＋（

＋ （ ）＋ （

（ ）

）

（ ）

） （ ）



投資関数の推定を

うした理論的な説

投資関数のみを用

立命館経済学（ 巻特

行う際には，多様な理論的な

明を展開する余裕はないので

いて推定することとする。

別号）

説明が利用される。ここでは

，上記の乗数加速度原理に従

こ

う

２ ５ 輸入関

次に輸入関数の

関数と考えること

ことになる。ここ

外国製品との相対

ては，以下の関数

数の特定化

特定化を考える。これは日本

ができるので，基本的にはマ

での基本的な変数は，日本の

価格と考えることができる。

を考えることができる。

における外国製品に対する需

クロの需要関数の定式化に従

所得（ ）および日本製品

よって，基本的な輸入関数と

要

う

と

し

＋

もちろんこの関

能である。

ここで用いる変

＋（ ）

数の対数や，ラグ付き従属変

数は，

財貨・サービスの輸入（

実質 （ 年基準実質

財貨・サービスの輸入デフ

数を説明変数に加えることも

年基準実質値）。

値）。

レータ。

可

である。

３ １ 入手す

デフレータ。

３． から

べきデータ

のデータ取得

本節では

推定する上で必要

大学におけるデータ

ので，以下この名

（ ）

式に示された各変数および消

となる各変数を，

・ベースの名称としては，社会

称で説明する）から取得する方

費関数，投資関数，輸入関数

のデータ・ベース（立

科学情報検索システムとなって

法を説明する。その前に，こ

を

命館

いる

こ



データ

表２

分類 データの

を用いた経済分析への誘い（平田）

国民所得３面の主要構成要素

名称 名目値 実質値 デフレータ

生産面 国民総生産
国内総生産

支出面 民間最終消費支
国内総固定資本
政府最終消費支
在庫品増加
財貨・サービス
財貨・サービス

分配面 雇用者所得
営業余剰
固定資本減耗

出
形成
出

の輸出
の輸入

で入手するデータを一覧表

せて提示しておく。

間接税
補助金
統計上の不突合

本稿で利用するデータの

である。先に説明したよう

に整理し，これらのデータの

大部分は，国民経済計算体系

に，現在我々が利用可能な国

データ・ソースをも併

に含まれているデータ

民経済計算のデータと

しては ，と

を行うことを前提に，より

に従って，モデルを考えて

年から 年のデータ

めに， と と

の異同についてより詳しい

の２種類のデータがあるが，

長期のデータが利用可能であ

いくこととする。よって，我

ということになる。 年以

を併用することも可能である

説明が必要となるので，別稿

ここでは長期の分析

る， のデータ

々が利用するのは，

降のデータを用いるた

が，その為には両者

で検討する予定である。

国民経済計算のデータを

つかある。第１点としては

年度，四半期の３種類のデ

ることが必要となることで

がないように注意すること

（ ）

利用する上で，注意しなくて

，公表されている国民経済計

ータ系列があり，分析目的に

ある。また，暦年と年度のデ

も必要である。本稿では，暦

はいけないことがいく

算のデータには，暦年，

応じてこれを使い分け

ータを混ぜて使うこと

年データを利用するこ



ととする。

第２点は，たと

タの３系列が関係

立命館経済学（ 巻特

えばのデータを取得する場合

してくるので，これらの利用

別号）

に，名目値，実質値，デフレ

を誤らないことである。マク

ー

ロ

経済学等の講義で

動の影響を受ける

物価水準の変動を

これらの間には，

実質値 名
デフ

の関係が存在する

説明を受けていることと思う

名目値，物価水準変動の影響

示す物価指数（国民経済計算

目値
レータ＜ ＞名目値 実質

。

が，各経済変数は物価水準の

を取り除いた実質値，対応す

のデータでは，デフレータ）があ

値×デフレータ

変

る

り，

長期間の経済活

の変動をそれとし

との比較を行いた

て入手することに

目値と実質値）を

こでは３種類のデ

上記のことを念

動を分析する際には，通常実

て分析したいこともあるし，

い場合もある。ここでは，名

する。 式の関係があるの

入手すれば，他のデータは計

ータを入手した上で，これら

頭に置いた場合， 式に

質値が利用されるが，物価水

各時代時代に利用された名目

目値，実質値，デフレータを

で，２種類のデータ（たとえ

算することが可能であるが，

の関係を確認することにする

含まれるデータを名目値，実

準

値

全

ば名

こ

。

質

値，デフレータに

の は 年の物

表２を見ると明

は，デフレータが

とになる。こうし

要が生じた段階で

分けて整理したのが，表２で

価水準で基準化していること

らかであるが，国民所得の分

用意されていない。この結果

た変数をどのような形で実質

説明する。表２に含まれてお

ある。表中の 等の最

を示している。

配面に対応するデータに関し

，実質値も用意されていない

化するのかに関しては，後に

らず，消費関数を推定する上

後

て

こ

必

で

必要となる，デー

のうち， お

おり，表２に示し

することが可能で

を入手した上で，

（ ）

タとしては ，

よび は何らかの形で

たデータと併せて，社会科学

ある。 は， の

等を用いて求めること

， の３変数がある。

国民経済計算のなかに含まれ

情報検索システムによって入

過去最高値であるので，

が可能である。

こ

て

手



データ

表２に含まれておらず，

， ， がある

このデータの取得には若干

を用いた経済分析への誘い（平田）

投資関数を推定する上で必要

。これらは国民経済計算体系

の説明が必要となる。

となるデータとしては，

のデータではないので，

表２に含まれておらず，

ない。

３ ２ 国民経済計算デー

前項で述べたように，我

計算のデータであるので，

輸入関数を推定する上で必要

タの取得

々の分析で必要となるデータ

これを例にして，社会科学情

となるデータは存在し

の大部分は，国民経済

報検索システムからデ

図１

（ ）

立命館大学ホーム・ページ



ータを入手する方

所を示し，これの

用するためには，

立命館経済学（ 巻特

法を説明する。その他のデー

入手を練習とする。社会科学

図１に示す立命館大学のホー

別号）

タに関しては次項でデータの

情報検索システムのデータを

ム・ページにおいて，サイト

出

利

マ

ップをクリックすると，図２に示す学園案内の画面が表示される。

図２ 学園案内の選択画面

学園案内の選択

図３のように総合

る。

総合情報センタ

（ ）

画面で総合情報センター・図

情報センター／図書館が提供

ー／図書館の選択画面で，デ

書館をクリックする。すると

する各種情報の一覧が表示さ

ータ・ベース検索をクリック

，

れ

す



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図３ 総

ると，図４のように，立命

れる。

合情報センター／図書館の選択画

館大学が提供するコアデータ

面

・ベースの一覧が示さ

図４

（ ）

データ・ベース検索の選択画面



データ・ベース

説明がある。

立命館経済学（ 巻特

検索画面の一番下の方に，図

別号）

５のように社会科学情報検索の

このデータ・ベ

この内容を確認し

社会科学情報検索

図５ 社会科学情報検索

ースに含まれている基本的な

た上で，社会科学情報検索の

の初期画面が表示される。

の説明

内容は，右側に説明されてい

部分をクリックすると，図６

る。

の

図６の初期画面

ロックに分かれて

図６ 社会科学情報検索の

に表示されているようにこの

いる一つはマクロ経済に関

初期画面

データベースは大きく つの

連するデータベース（日本全

ブ

体の

集計量に関するデー

市町村単位のデータ

るデータ・ベース

では本稿で利用す

マクロ経済のデ

（ ）

タが収録されている），地域ご

が収録されている），および企

である。ブロックによって利

るマクロ経済のデータ・ベー

ータ・ベースもその下に示さ

とのデータ・ベース（都道府

業単位のデータが収録されて

用方法に相違があるので，こ

スに限って利用方法を説明す

れているように，いくつかの

県や

い

こ

る。

サ



データ

ブ・ブロックに分割されて

程で説明を与える。

ここではまずマクロ経済

を用いた経済分析への誘い（平田）

いる。これに関しては，実際

をクリックすると図７の画面

にデータを取得する課

が表示される。

図７ マクロ経済データ・ベースの選択画

図７の画面における１．総

分の横の下向きの矢印をク

面

合経済ファイルの部

リックすると，左に示

図８ マクロデータのサブフ
ァイル

済計算のデータは，ここの

クリックし，決定をクリッ

した図８のように，マクデ

一覧が表示される。それぞ

ファイルにどのようなデー

は 後に各自で確認してもら

１．総合経済ファイルに含ま

クする。

ータのサブファイルの

れのブロックに各サブ

タが収録されているか

うこととし，国民経

れているので，これを

上記の操作で，下の図９

この画面が，データを取

操作方法を少し詳しく説明

この画面では，１利用す

３利用するデータ系列それ

（ ）

の検索データ系列設定画面が

得する上で基本となる画面で

することとする。

るデータの期間，２利用する

自身を指定することになる。

表示される。

あるので，この画面の

データの種類，および

本稿では， の
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図９ 検索データ系列設

年から 年のデー

になるのでまずこの設定

には１期の範囲に 年

定画面

タを暦年ベースで利用するこ

を行う。期間の設定を行うた

から 年までの数値を半角

と

め

で

図 期種の選択
画面

たので，いよいよ

に５種類の方法が

入力する。

次いで，２出力期種選択

て，図 の選択画面で，年

以上で，データを取得す

取得するデータの選択を行う

選択できるように示されてい

の項の下向き矢印をクリック

次（暦年）を選択する。

るための基本的な設定が終了

。この為の方法は，画面の左

る。ここでは国民経済計算の

し

し

側

デ

ータを利用するこ

ニュー検索を利用

系列が一度に表示

メニュー検索によ

メニュー検索を

（ ）

とを想定しているので，４．

することになる。出典情報検

されるので，段階的にデータ

ってデータを取得する方法を

クリックすると，図 の画面

出典名称検索あるいは，１．

索を利用すると，多数のデー

を選択することが可能な，１

説明する。

が表示される。

メ

タ

．



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 メニュー検索画

ここで，目次をクリック

の画面が表示される。ここ

民経済計算（旧基準・

計算（旧基準・ ）クリ

クリックした場合にどのよ

面 図

した上で 展開 をクリックす

では，国民経済計算（新基準

）が表示されている。ここで

ックして先に進むことが可

うに表示されるかを見るため

項目検索の画面

ると，図 の項目選択

・ ）続いて，国

，２番目の国民経済

能であるが，出典名を

，戻る をクリックし，

図 の選択画面に戻り，出

のメニュー検索の画面が

典名をクリックして，展開

表示される。ここでは，デー

をクリックすると，図

タの出所が相当詳しく

図 出典名検索画

（ ）

面 図 目次を 展開 した画面



表示されるので，

初心者は混乱する

選択をクリック

立命館経済学（ 巻特

データの出所を良く知ってい

可能性があるので，再度 戻

して，展開 をクリックした

別号）

る人にとっては選択しやすい

る をクリックして，目次によ

上で，国民経済計算（旧基準

が，

る

・

）を選択し

される。

表２に示した大

で，図 の画面で

すると，図 の項

て，展開 をクリックすると

部分のデータは，国内総生産

，国内総生産と総支出勘定

目選択画面が表示される。

，先に示した図 の画面が表

と総支出勘定に含まれている

をクリックして展開 をクリッ

示

の

ク

図 の画面が表

図 項目選択の画

示されると，項目を選択して

面

くださいの下に表示されている

データ系列から必

リストアップして

助金，統計上の不

でいる。まずは練

する。

（ ）

要なデータを選択することに

いくと，雇用者所得，営業余

突合という国民所得の分配面

習のため，これら６種類のデ

なる。表２の変数に対応させ

剰，固定資本減耗，間接税，

を構成する変数がはじめに並

ータをダウンロードすること

て

補

ん

に



データ

上記の変数をダウンロー

に， キーを押しながら

クロックすると，図 の画

を用いた経済分析への誘い（平田）

ドするためには，まず雇用者

，他の５変数を順次クリック

面が下記のように変化する。

所得をクリックし，次

する。その上で選択を

図 項

この状態で，画面中央の

目選択を行ったときの検索出力画

上の方にある，検索 をクリ

面

ックすると，図 の検

索結果画面が表示される。

ではないが，出力を予定し

が示されている。また，デ

可能になっている。これら

年をクリックしてみると，

この画面は，各データ系

この画面ではまだデータそれ

ているデータ系列の説明，出

ータを出力するときの出力形

の選択可能性を確認するため

図 の概要出力の画面が表示

列に関する詳しい説明となっ

自身が出力されたわけ

力可能なデータの種類

式をも指定することが

に，概要表示変換 暦

される。

ているので，必要に応

じて参照することにより，

ただし，これはデータ自身

をクリックして先の画面に

実際にデータを表示する

ダー情報を簡易ヘッダー，

（ ）

誤ったデータの使い方を避け

を出力している訳ではないの

戻る。

ためには，図 の画面で，出

区切り文字はカンマでも

ることが可能となる。

で，画面右上の戻る

力形式を表形式，ヘッ

でもかまわないがい
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図 検索結果画面

（ ）

図 概要出力の画面



データ

ずれかを選択したことを確

リックする（その他をクリッ

をクリックすれば，この画面に

を用いた経済分析への誘い（平田）

認した上で，暦年データの列

クして，次の画面が表示されて

戻ることができるので各自試み

の ダウンロード をク

もそれぞれの画面で戻る

てみよ）。この結果，図

のダウンロード準備完了

図

の画面が表示される。

ダウンロード準備完了の画面

ここで，われわれが必

してください に表示され

クすると，保存するかどう

の図 のように保存場所を

要とするデータは， 下

ているファイルに出力されて

かを聞いてくるので，保存を

聞いてくる。

のリンクをクリック

いる。これをクリッ

クリックすると，以下

（ ）

図 保存場所指定の画面



ここで，各自の

て保存をクリック

おくか，各自で中

立命館経済学（ 巻特

利用している保存用の媒体

する。このとき画面に表示さ

身のわかる名前に変更して保

別号）

（フロッピー， 等）を選択

れているファイル名を記録し

存しておいた方が後で便利で

し

て

あ

る。

保存が終了した

外のデータをダウ

ータを のフ

面の閉じる ある

の初期画面（図７

ら，閉じる をクリックして

ンロードすることも可能であ

ァイルに読み込む方法を先

いは 戻る を順次クリックし

）に戻り，ブラウザを閉じれ

前の画面に戻る。続けてこれ

るが，ここでは上で取得した

に説明する。この為には，各

て，社会科学情報検索システ

ばよい。

以

デ

画

ム

３ ３

前項でダウンロ

用するために，

パッケージ・プロ

から読みとるこ

データの での利用

ードした国民所得体系の分配

で読み込む作業を行う。

グラムでは，大部分のソフ

とができるようになっている

面のデータを，多様な目的で

最近の統計解析や計量経済学

トでデータを のファイ

し，各種のデータ加工は

利

の

ル

（ ）

図 ファイル種類設定画面



データ

を利用して事前に行ってお

のファイルを作成すること

この為に， を起動

を用いた経済分析への誘い（平田）

いた方が便利なことが多いの

にする。

した上で，ファイル（ ），開

で，とりあえず

く（ ）をクリック

し，各自がデータをダウン

のファイル種類の設定画面

ここで，ファイルの種類

と，選択画面が表示される

ロードしたファイルが表示

すると，以下の図 のデー

ロードした記録媒体を選択す

が表示される。

（ ）の右端にある，下向き

ので，すべてのファイルを選

される。これをクリックし，

タ入力後の 画面が表示

る。すると以下の図

の矢印をクリックする

択すると，先にダウン

開く（ ）をクリック

される。

図

ここで，再度ファイル（

データ入力後の 画面

）をクリックし，名前を付けて保存（ ）を指定

すると，図 の画面が表示

ここで，図 のように，

ワーク

常の ブック

とるときに読みとりにくい

（ ）

される。

ファイル名として ，

・シートとして，各自の記録

の形式で保存すると，パッ

ことがあるので，ワーク・シ

ファイルの種類として，

媒体に保存する。通

ケージ・ソフトで読み

ート形式で保存してお
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いた方が安全であ

３ ４ その他

図 保存ファイ種類の

る。

データのダウンロード

設定画面

３ ２，３ ３項

ドして で利

ったはずである。

ルの推定に利用す

情報検索システム

のみを説明するの

ほしい。

の説明で，社会科学情報検索

用できる形にする作業は各

以下では，これまでに入手し

るデータを順次入手していく

のどのサブファイルからデー

で，問題があれば前項までの

システムのデータをダウンロ

自で行うことができるように

た以外で，本稿の計量経済モ

。これらに関しては，社会科

タを入手することができるの

説明を読み返して作業を進め

ー

な

デ

学

か

て

まず表２に示し

さきと同様に，マ

内総生産と総支出

必要があるのは，

（ ）

た，生産面と支出面の名目値

クロ経済，総合経済ファイル

勘定に含まれている。これら

， ，

を入手する。これらのデータ

，国民経済計算（ ）の

のリストからダウンロードす

， ， ，

は，

国

る

，



データを用いた経済分析への誘い（平田）

， の各

これらの変数をダウンロ

図 の画面に示されている

タの部分を白黒反転させた

図 データのコピー画面

変数である。

ードし， のファイルと

ように，クリック・アンド・

上で，編集（ ），コピー（

して読み込んだ上で，

ドラッグによってデー

）を指定した上で，

先の のファイルを

のワーク・シートに

次に，表２の実質値のデ

ロ経済，総合経済ファイル

系列）に含まれている。こ

， ， の

開く（ ），編集（ ），貼り

コピーして再度保存する。

ータをダウンロードする。こ

，国民経済計算（ ）の

こにおいて， ，

各変数を選択して，ダウンロ

付け（ ）によって，

れらのデータは，マク

国内総支出実質値（原

， ， ， ，

ードし，これらのデ

ータをまた の

次に表２のデフレータの

クロ経済，総合経済ファイ

タ（原数値）に含まれてい

， ，

（ ）

ファイルにコピーする。

データをダウンロードする。

ル，国民経済計算（ ）

る。ここにおいて，

， の各変数をダウ

これらのデータは，マ

の国内総支出デフレー

， ， ，

ン・ロードする。こ



こで，在庫品増加

理に関しては後に

コピーして保存し

立命館経済学（ 巻特

に対応するデフレータがない

説明する。これらのデータ

ておく。

別号）

ことに注意しておく。これの

も， のワーク・シート

処

に

以上の作業が終

は全てダウンロー

， ，

これらのデータ

とにダウンロード

出力項目を順次追

了すれば，表２に示したデー

ドしたことになる。以下で

， ， の各変数

は，それぞれ別のサブファイ

の方法を説明する。ただし，

加し，５変数を一度にダウン

タに関しては， を除い

は，これ以外のデータである

のダウンロードを行う。

ルにはいっているので，変数

図 のように検索出力画面で

ロードすることは可能である

て

，

ご

，

。

家計可処分所得

算（ ）の所

図 検索出力画面への出力

（ ）は，マクロ経済，

得支出勘定家計（個人企業を含

項目の蓄積

総合経済ファイル，国民経済

む）に含まれているので，こ

計

れ

を展開すると，こ

の変数をクリック

の変数が追加され

次に，

残高のデータを取

（ ）

れの最後の方に，

して決定する。これによって

ていることを確認し閉じる。

自身ではないがこれを作成す

得する。このデータは，マク

として存在しているので，

，検索出力画面の出力項目に

るベースになる，各年次の貯

ロ経済，総合経済ファイル，

こ

こ

蓄

国



デ

民経済計算（ ）の

を展開すると，これもか

ータ

資本

な

この変数をクリックして決

を用いた経済分析への誘い（平

調達勘定家計（個人企業

り下の方に，

定する。 が検

田）

を含

とし

索出

む）にあるので，これ

て存在しているので，

力画面に追加された

ことを確認して閉じる。

他の変数も操作は同様

は，マクロ経済，

業資本ストック，産業別

で存在している。

（ ）の民間企業資本

で

総合

資

は，

ス

て存在している。 は

あるので，どこにデータが

経済ファイル，国民経済

本ストック（原数値）に，

マクロ経済，総合経済

トック，産業別新設投資

あ

計

ファ

（原

，総合経済ファイル，金融

るのかのみを説明する。

算（ ）の民間企

という変数名

イル，国民経済計算

数値）に とし

・財政の法人税率に

および と

以上で必要なデータ全

の ファイ

以上で，基本的なデー

う，データの加工作業を

して

て

ルに

タ

説

含まれているので，両方

が，出力項目に表示された

コピーして保存する。

を全て入手したので，次

明する。

を選

の

節で

択しておく。

で，ダウンロードし，

を利用して行

４．計量経済

３節で行った作業で，

を推定する上で必要とな

いくつかのデータ操作を

本節で行う作業は，以

分

２

る

し

下

析の準備― による

節で説明した基本的なマク

データを全て入手したので

，計量経済学の手法を適用

の３種類に分類される。

デ

ロ

，

す

ータの加工

消費，投資，輸入関数

のファイル上で，

るための準備をする。

） ，

る必要のあるデータ

） 在庫増減の実質値

） 計量経済分析用ソ

トを修正する）。

と

の

と

フ

（ ）

いう，これまで取得した

作成作業。

これに対応するデフレータ

ト（ で利用可能なよ

デー

系

う

タを加工して作成す

列の作成。

に のワーク・シー



まず，１）

最高の実質家

の

計可

積貯蓄額と考える

立命館経済学（

と のデー

処分所得である。また

巻特

タ系

ことができる。

別号）

列を作成する。

は過去の貯蓄を合計

は過

した

去

累

を

フレータが，

した場合には

レータを利用

最終消費支出

消費支出デフ

作成

日本

，そ

して

（

レー

これまでに取得

する上で，問題となるの

の国民経済計算体系では

の変数を用いて説明する

実質化するのが一般的な

）を説明するので，

タ（ ）を用いて

は，

用意

従属

方法

を実

したデータは， のフ

国民所得の分配面に対応

されていないことである

変数を実質化するための

である。ここでは

質化するのに用いる，民

を実質化する。

する

。こ

デー

は民

間最

ァイル， のセル か

デ

う

フ

間

終

ら

セル に

と入

名目家計可処

されており，

らセル に

場合には，各自

入

力す

分所

家計

入

のワ

セル に計算

力されていることを前

る。次いで，セル

得（ ）のデータ

最終消費支出デフレータ

力されているとする（各自

ーク・シートの配置に併せ

提と

に実

が

（

のワ

て以

式，

して説明する。セル

質家計可処分所得と入力

セル からセル

）のデータが，セル

ーク・シートの配列がこれと

下の番地を修正する必要が

する

に入

異

ある

に

。

力

か

なる

）。

（

を入力する。

て，全期間の

次に

入力し，

を空白に

その

実質

の

に

し

）＊

上で，この計算式をセル

家計可処分所得のデータ

データ系列を作成する。

実質家計可処分所得の最

（ 年より前のデータはな

が計

こ

高

いの

までコピーすること

算される。

の為にまず に，

値と入力する。その上で

で，これ以前の実質家計可処

によ

，セ

分

っ

と

ル

所得

の過去最高値は

る，

（

この式は，指

トはどの年を

不

を入

定さ

考え

（ ）

明であるから）， に

力する。その上で，セル

）

れた範囲にあるデータの

た場合も 年であるの

年

最大

で

の実質家計可処分所得の

に次の計算式を入力する

値を求める関数であり，

， ３という絶対番地

値で

。

スタ

が使

あ

ー

わ



データ

れていることに注意する。

可処分所得はほぼ毎年増加

入っていることが大部分の

を用いた経済分析への誘い（平田）

実際問題として，最近時点ま

していたので， 列には，

場合である。

では，日本の実質家計

列の１年前の値が

次に家計金融資産残高（

高は，毎年毎年新規に貯金

と考えることができる。

し，それ以後の期間の貯蓄

であるので， 年以前の

のことを前提として，

この為にまず， に

）のデータ系列を作成

した金額を過去にさかのぼっ

年以前にどれだけの貯蓄が

金額に比べた場合にはいずれ

貯蓄残高は０であったと考え

年からの貯蓄を累積してのデ

を入力し， に家

する。家計金融資産残

て合計した金額である

あったかは不明である

にしてもわずかな金額

ても問題は少ない。こ

ータ系列を作成する。

計金融資産残高を入力

する。その上で， 列に家

ので， の値を に

＋

の計算式を入力する。その

によって家計金融資産残高

関してはこれ以外のデータ

タを利用する。

計部門の各年における総貯

コピーした上で， に，

上で，この計算式を ま

の値が計算されたことになる

を利用することも考えられる

蓄額が入力されている

でコピーする。これ

。家計金融資産残高に

が，本稿ではこのデー

次に実質在庫品増加とこ

在の のファイルには

社会科学情報検索システム

企業部門に分割した形で，

含まれていたが，両者を合

タは含まれていなかった。

れに対応するデフレータのデ

，名目在庫品増加のデータ

のデータには，在庫品増加を

実質在庫品増加とそれぞれに

計した在庫増減の実質値とこ

これは， のデータに

ータ作成を考える。現

のみが記されている。

，民間企業部門と公的

対応するデフレータが

れに対応するデフレー

含まれていないばかり

ではなく，元々の国民経済

ある。その理由は，民間企

それらを合計することが難

では形式的に両者を合計す

品増加デフレータを計算す

（ ）

計算のデータとして公表され

業部門と公的企業部門の在庫

しいからであると考えられる

ることを考え，これから実質

ることにする。

ていないことの結果で

構成が大きく異なり，

。しかしながら，ここ

在庫品増加および在庫



この為には，民

を追加的に社会科

実質民間企業お

立命館経済学（ 巻特

間部門と政府部門の実質在庫

学情報検索システムからダウ

よび実質公的企業の在庫増減

別号）

増減および両部門のデフレー

ンロードする必要がある。

は，マクロ経済，総合経済フ

タ

ァ

イル，国民経済計

ので，これを出力

クロ経済，総合経

タ（原数値）に含

同様の手続きで，

ト上にコピーする

のワー

算（ ）の国内総支出実

項目に追加する。次に両デー

済ファイル，国民経済計算

まれているので，これらも出

これらのデータをダウンロ

。

ク・シートの 列に実質民

質値（原系列）に含まれてい

タに対応するデフレータは，

（ ）の国内総支出デフレ

力項目に追加する。これまで

ードし， のワーク・シ

間企業在庫増減， 列に実

る

マ

ー

と

ー

質

公的企業在庫増減

に実質在庫増減と

＋

を入力し，

は明らかであろう

フレータと入力す

ている前提で，

が入力されていること前提に

入力する。その上で，

までコピーする。これが実質

。その上で， に

る。その上で，名目在庫品増

に，

， に を入力し，

に，

在庫品増加の合計値であるこ

と入力し， に在庫品増加

加のデータが， 列に入力さ

と

デ

れ

（

を入力して，

計算されたことに

は疑問もあるが，

在庫増減の金額は

一般的に全体に与

）＊

までコピーする。これによ

なる。このデータ系列の変動

形式的にはこのようにしてデ

国民所得の３面を構成する他

える影響を心配する必要はな

って，在庫品増加デフレータ

は増減が激しく，信頼性の面

ータ系列を作成するしかない

のデータに比べて小さいので

い。

が

で

。

，

これまでの作業

のワーク・シート

第１に，

入っているワーク

ーク・シートの一

（ ）

で，次節で利用するデータ

を で利用しやすいよ

は英語版のプログラムであ

・シートを処理することが

部が，図 のようになってい

が一通りそろったので，

うに体裁を整える。

るので，日本語（漢字，仮名）

できない。そこで， の

ることを前提に日本語の部分

の

ワ

を



データ

移動する。

を用いた経済分析への誘い（平田）

図

このワーク・シートで日

左端の数字の２の部分をク

この部分のみ白黒反転させ

ファイルにおけるデータの

本語が入力されているのは，

リックして，図 に示すよう

る。

形状

２行目のみであるので，

に，

図 ワーク・

その上で，編集（ ），切

わせて，再度編集（ ），貼

シートの日本語部分を白黒反転さ

り取り（ ）をクリックし

り付け（ ）をクリックす

せた画面

，カーソルを 行に合

る。これにより２行目

は，図 のように空白にな

図 ワーク

（ ）

る。

・シートの日本語部分を移動した画面



そこで，再度カ

空白を埋める。

ところで，まだ

立命館経済学（ 巻特

ーソルを２行目に合わせて，

セル にコードという日

別号）

編集 ，削除 をクリックし

本語が入っているので，これ

て，

を

に変更する

行目を完全に削

おけば，

のファイ

ータを加工したり

ないように保険を

これから後の作

。このワーク・シートには

除して，別の名前

のファイルで，作業をして

ルから修復することが可能で

するプロセスで，煩雑な作業

かけておくことも重要である

業は必ずしも必要ではないが

行目に日本語が含まれている

として保存しておく。こうし

いる途中で問題が発生しても

ある。データを取得したり，

を繰り返してきたので，失敗

。

，やっておいた方が後で混乱

。

て

，

デ

し

が

少ないと思うので

ムからダウンロー

かなり類似してい

データを取得した

本稿で利用してい

変数名の変更を

―

，やや煩雑ではあるが行って

ドした変数の変数名は，本稿

るが，完全に一致している訳

のかの確認を兼ねて，

る変数名に変更する。

順次記すと， ―

― ―

おく。社会科学情報検索シス

で我々が利用してきた変数名

ではない。そこで，どのよう

のワーク・シートの変数名

―

― ―

テ

と

な

を，

―

―

， ―

， は

―

― ，

―

― ―

， ― ， ―

不変， ― ，

， ―

― ．以下の変数

― ―

， は不変， ―

， ， ，

― ， は不

―

は不変。

，

変，

前節までの準備

（ ）

５． による回

をもとに本節では，計量経

帰分析

済分析用ソフトである，



データ

を利用して，各種の回帰分

た， のデータ・フ

を用いた経済分析への誘い（平田）

析を行う方法を説明する。こ

ァイルを利用する。

こでは，前節で作成し

５ １ での

を起動するには，

ブル・クリックすると，図

データの利用

統計ホルダー内の

の画面が表示される。

のアイコン をダ

ここでまず，上で作成し

的に利用するファイルの形

図 の初期画面

た， のファイルを読み

式は， のファイル形式と

込む。 で標準

は異なっているので，

のファイルを読み込

となる。このために，ファイ

ここで， をクリック

をクリックする。

（ ）

んで， 用のファイルを

ル（ ）をクリックすると図

すると，図 の画面が表示

作成するという作業

の画面が表示される。

されるので，ここで，

ン



立命館経済学（ 巻特別号）

図 に

すると，図 の

おける 選択画面

画面が表示される。ここに示

図 のファイル種類

されているのは，データを取る

単位で，暦年，半

ータは暦年である

に を入力した

年，四半期，月別から選択す

ので， をクリックし

上で， をクリックすると

るようになっており，我々の

， に ，

，図 の画面が表示される。

デ

図 期種・

これによって，

になる。ここでフ

期間の指定画面 図

回帰分析を行うための基本

ァイルの名前を確定するた

データ・ファイル作成画面

的な が用意されたこ

めに， をクリックし，

と

をクリックす

という名称で保

は，ファイルの名

称も含めて全てア

上記の作業を行

（ ）

ると，図 の画面が表示され

存する。ここで注意しなくて

称に日本語が含まれていると

ルファベットで名称を付ける

った上で，今度は先に社会科

るので，図 のように，

はならないことは，

保存できなので，ホルダーの

ことである。

学情報検索システムからダウ

で

名

ン



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 に名称を付

ロードし，加工作業を行っ

の の中に読み込む

にカーソルを合わせ

けて保存 図 インポ

た ファイル，

作業を行う。この為に，再度

ると，図 の画面が表示さ

ートするデータの種類

のデータを，

をクリックし，

れる。ここで，一番下

の，

ここで， のデー

うにファイルの種類として

して， を選択する

をクリックすると，図 の

タが入っているホルダーを指

， （ ）を指定した

。すると，図 の画面が表示

画面が表示される。

定した上で，図 のよ

上で，ファイル名と

される。

図 ファイルの読み込み 図 データの読み込み

ここで，指定したり入力

で，

のように，データが列単位

て， というのは

よって，ここでは

（ ）

したりしなくてはいけない

というのは，先に我々が作成

で入力されていることに対応

，データを行単位で入力して

にマークがついてい

のは，まず

したデータファイル

している。これに対し

ある場合に対応する。

ることを確認する。そ



の右横の

ているデータを利

は変数名が入力さ

立命館経済学（ 巻特

は，先のワーク

用するかを指定する。

れており，データそれ自身が

別号）

・シートのどの部分に入力さ

のワーク・シートの１行目

入力されている訳ではない。

れ

に

こ

れに対して，１列

おり，数値である

することとして，

ファイルが

定する，我々の場

る必要はない。

図 の画面の中

目には何年から何年のデータ

し，後に利用することも可能

ここでは を入力する。そ

形式で作成されている場合に

合はワーク・シート形式で利

央には，利用するデータ系列

が入力されているかが示され

であるので，このデータは入

の右側には， のデータ

，どの を利用するかを

用しているので，ここで指定

の名称を入力する画面がある

て

力

・

指

す

が，

これについては最

すでに指定された

のボタンを利用し

で，そのままにし

さて利用する変

ことはもちろん可

のワーク

後に説明する。画面の一番下

形で，自動的に表示される。

て変更することが可能である

ておく。

数名の入力であるが，先に指

能であるが，入力ミスが発

・シートの１行目をコピーす

には，利用するデータの期間

再設定の必要があればその右

が，ここではその必要がない

定した変数名を順次手入力す

生しやすい可能性もあるので

ることを考える。この為には

が，

側

の

る

，

，

を起動し，

ラッグによって白

た上で，ファイル

の変数名を貼り付

ただし，図 の

中央の枠をまず一

のワーク・シートの

黒反転させた上で，編集（

を閉じる（ ）。その上で，

ける。

画面には貼り付け（ ）はど

度クリックした上で，マウス

１行目をクリック・アンド・

），コピー（ ）をクリック

図 の画面の中央の枠にこれ

こにも表示されていないので

を右クリックすると，貼り付

ド

し

ら

，

け

（ ）を含む選択

に変数名がコピー

ここで，入力画

をクリックす

ジである。この

（ ）

画面が表示されるので，これ

される。

面が先の指示通りに指定さ

る。すると，図 の画面が表

メッセージが意味してい

をクリックすると，図 のよ

れていることを確認した上で

示され，これは メッセ

るのは， の中で予約

う

，

ー

さ



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 変数名を貼り付け

れており，利用者が利用す

た画面 図 データ入

ることのできない変数名が利

力におけるエラー画面

用されていると言って

いる。ここで，図 の左側

見ると，はじめから入力さ

入力されている。

名は であるので，この変

実は， では，以

数名であり，利用者が利用

ために，あえてエラーを出

の画面を見ると，図 のよう

れていた， と に加えて

のファイルにおける，この次

数名が問題であると考えられ

下に示す各件数名は，

できない。ここではこのこと

してみた訳である。予約さ

になっている。これを

， までが

のデータ系列の変数

る。

で予約されている変

を強く意識してもらう

れている変数名は，

で，一度 を閉じる

て変数名 を に変更し

イルを閉じ， を起動

（ファイルは保存しない）。そ

，先ほどと同様に，コピー

して， の

である。そこ

の上で， によっ

をして上書きしてファ

を読み込んで，図 の

画面で読み込む変数名を貼

み込まれ，図 の画面が表

の変数名では大文

て大文字で入力した変数名

数名を付けるときに大文字

（ ）

り付けて をクリックする

示される。ここで注意しなく

字と小文字の区別がないこと

が，図 では全て小文字で示

と小文字で区別をするように

と今回は問題なく読

てはいけないのは，

である。 におい

されている。よって変

してあると混乱する。



立命館経済学（ 巻特別号）

図 エラー発生

これまでの作業

前に入力されたデータ 図

によって，社会科学情報検索

正常に読み込まれた変数一覧

システムから取得し， を

利用して加工され

なる。この後は純

になる。分析の途

業を繰り返して，

上記の作業が終

補助記憶媒体に保

たデータが， で利用

粋に を利用して，

中で追加的なデータが必要に

の にデー

了した段階で，

存しておく。

できる形で読み込まれたこと

各種の計量経済分析を行うこ

なった場合には，これまでの

タを追加すればよい。

によって のファイル

に

と

作

を

５ ２

を利用

タ操作を説明して

れているかどうか

する。

この為には，図

の値を確認するた

の基本操作

した回帰分析の説明の前に，

おく。先ず，図 に示された

を確認するためこれらのデー

の画面で，データの変数名

めには，２番目の変数名から

における基本的なデ

各種のデータが正確に読みと

タの値を確認する作業から説

をクリックする。複数のデー

は， キーを押しながらク

ー

ら

明

タ

リ

ックすればよい。

には，最初の変数

後の変数名をクリ

ここでは，最初

（ ）

また一定の範囲に収まってい

名をクリックした上で，

ックすればよい。

の５変数と最後の５変数す

る全てのデータを確認するた

キーを押しながら，範囲の

なわち， ，

め

最



データ

， で

うにこれらの変数を白黒反

ックすると，図 のように

を用いた経済分析への誘い（平田）

ある。この為には，先ず図

転さる。ここで，上の

聞いてくるので，ここで

の画面で，図 のよ

というボタンをクリ

をクリックすると，

図 のように選択した変数

ト上で入力されていたデー

と。

の値を時系列的に表示する。

タの値と合致していることを

のワーク・シー

各自で確認しておくこ

図 操作対象変数を選択した画面 図 データ表示方法の選択画面

図 によって表示されたデータ 図 変数のグループ化画面

これと同一の作業は，

できる。先ず，図 の画面

する。すると，図 のよう

存するかどうかを聞いてく

（ ）

というボタンを使うこと

を閉じるために場面右上の閉

に，ここで表示した変数を一

る。ここでは，練習のために

によっても行うことが

じるボタンをクリック

つのグループとして保

データを表示しただけ



であるので，保存

図 の画面と同

選択画面が表示さ

立命館経済学（ 巻特

する必要がないので， を

じ状態にした上で， を

れるので，ここで， を

別号）

クリックする。

クリックすると，図 のよう

クリックすると，図 と同じ

な

画

面が表示されるの

が表示される。

で，ここで をクリックしても図 と同様にデータの値

図

次に回帰分析に

の選択画面

利用するデータの変数変換を

図 の入力画面

行う方法を示す。具体的に述べ

ると， 項に示

，

ファイル，

を記述する際に作

を記述するのが煩

の変数に追加する

した，消費関数の推定に用い

， ， とい

には含まれていない

成することも可能であるが，

雑である場合には，新規の

ことが可能である。この為の

られている変数の中，

った変数は，先に読み込まれ

。これらの変数を実際に回帰

回帰式を記述するたびにこれ

変数として の

ボタンが である。

た

式

ら

図 の画面にお

上記の消費関数推

の

変数名のリストに

（ ）

いて， をクリックする

定に利用する４変数を作成

下に，下記の式を１本ずつ入

これらの変数が順次追加され

と，図 の画面が表示される

するためには，図 の画面の

力し， をクリックすると

ていく。

。

，

，



データ

（

（ ）

を用いた経済分析への誘い（平田）

）＊

（ ）

先に説明したようにここ

果に影響を与えない。変数

かどうかを確認するために

列データを画面上に表示し

る。

ここで， と

ている。これは，

での入力は，大文字で行って

変換によって作成されたデー

は，先に説明した方法によっ

てチェックすればよい，出力

の 年の値を示す部

の略で，データが存在

も小文字で行っても結

タが正しく作成されて

てこれらの変数の時系

結果は図 のようにな

分に が表示され

しないことを示してい

る。これは操作の誤りでは

数に対する 年の値を計

年の値を持っていない

変数を回帰分析に利用する

の の画

重に囲まれている。これま

を説明してきたが，外側の

なく，計算式を見れば明らか

算するためには， 年の値

ので，計算ができないことの

際には注意が必要である。

面は，図 に示されているよ

では，内側の枠にあるいくつ

枠を利用しても各種の作業が

なように，これらの変

が必要であり，我々は

結果である。これらの

うに，枠によって二

かのボタンの利用方法

可能である。今後の大

部分の操作は，外側の枠の

利用方法を若干説明した上

する。

によって行うことがで

で，回帰分析（最小２乗法）に

きるので， の

よる推定方法を説明

図 変数変換されたデ

（ ）

ータ 図 における二重の枠



の外側

れる。今後

立命館経済学（ 巻特

の枠にある， をクリッ

を利用する上で，ここにあ

別号）

クすると，図 の画面が表示

る選択 を利用することによ

さ

っ

図

て大部分の作業を

ンドを順に見てお

示される。

を作成

みで行いたい場合

における上側の

の選択画面

行うことができるので，この

くことにする。 をク

では，各種の作業を行う

する段階で設定するが，個別

には，その作業だけの観測期

枠に，希望する観測期間を入

図 の入力画面

選択画面に表示されているコ

リックすると，図 の画面が

上での基本的な観測期間を

の作業を行う際に特定の期間

間を設定することができる。

力して をクリックすれ

マ

表

，

の

図

ば，

それ以後の作業を

のプラザ合意以前

を知りたい場合に

を設定

下側の枠には，分

いて分析する際に

新たに設定した期間で行うこ

と以後で，輸入関数の形状に

は， を入力した上

し直して再度同じ関数を推定

析に利用するデータが特定の

利用する。たとえば，金利の

とができる。たとえば，

どのような変化が存在したの

で，輸入関数を推定し，次い

することが可能である。図

値を取る場合だけのデータを

上昇期と下降期を分けて分析

年

か

で，

の

用

す

る場合などが考え

をクリックし

次の

行うためのコマン

示される。ここで

（ ）

られる。ここでは，当面変更

てこの画面を閉じる。

は， の画面

ドである。よって，これをク

も何も操作する必要がない

の必要がないので，何もせず

における， と同じ作業

リックすると，図 の画面が

ので， をクリックして

に

を

表

閉



データ

じる。 の画面が

でも における

では，このように同一の機

を用いた経済分析への誘い（平田）

開かれている状態であれば

でも機能は

能を複数の操作で実行できる

， における

同じである。

ようになっているので，

状況に応じて効率的に使い

基本的に を利用する

次の をクリックす

のコマンドが， に

コマンドであることがわか

リックしてこの画面を閉じ

次の をクリックす

分けることが可能である。あ

と決めておく方が混乱しない

ると，図 と同じ画面が表示

おける， あるいは

る。ここでも操作の必要がな

る。

ると，図 の画面が表示さ

る程度なれるまでは，

かもしれない。

される。よって，こ

と同一の機能果たす

いので， をク

れる。この選択 は，

におけるグラフの種類

は折れ線グラフ

ける グラフを２変数の

て， は の点

変数間のシェアーを示す円

図 のように， と

とほぼ共通であるので，特

， は棒グラフ，

組み合わせの点で示すグラ

を時系列的に結んだグラフ

グラフである。

をクリックした上で

に説明は必要ないが，

は にお

フである。これに対し

である。 は，複数

，各グラフのコマンド

図 の選択画

をクリックしてみよ。図

ラフのコマンドをクリック

をクリックすれば，グラフ

（ ）

面 図 グラフ

のように利用する変数を指定

すれば，グラフ化する変数が

が表示される。グラフが表示

化する変数の指定画面

しておいた上で，各グ

表示されるので，

されれば，閉じるボタ



ンをクリックし，

ンドによってどの

が消費関数を指定

立命館経済学（ 巻特

をクリックして画面を

ようなグラフが表示されるか

する際の基本的な変数である

別号）

閉じる。これによって，各コ

がわかるであろう。この２変

。

マ

数

における

れに関しては当面

における

知識が必要となる

の説明を与える。

５ ３

次のコマンドは，

利用しないので，説明を省略

，これより下の各コマンド

ので，項を改めて，回帰分析

による消費関数の推定

（ ）であるが，

する。

は統計学あるいは計量経済学

を行う上で，必要となる最低

こ

の

限

以上の説明によ

考えられるので，

業を行う。

これまでの作業

費関数を推定する

定方法を例に具体

しては結果のみを

り， における基本的

以下では 項で提示した各

が順調に行われ， の

作業には特に困難はない。

的に推定方法と結果の見方を

示すので，各自で推定し結果

な操作方法が理解されたこと

消費関数を具体的に推定する

が完成していれば，

ここでは， 項の（ ）式の

説明し，それ以外の推定式に

を比較して確認すること。

と

作

消

推

関

（ ）式を推定

クリックする。す

力して最小２乗法

図 に入力する

のみである。こ

するためには，先ず図 の画

ると図 の画面が表示される

による推定結果を得る。その

のは，図 に示したように

こで，回帰式の従属変数を最

面で，

。先ず上の枠の中に回帰式を

上で追加的な説明をする。

初に書き，次に切片に対応す

を

入

る，

を書きその後に

スペースを入力す

帰分析の結果が表

図 の結果を理

でこれを全て説明

（ ）

は必要なだけ説明変数を記せ

る。図 の状態で， をク

示される。

解するためには，計量経済学

することは不可能であるので

ばよい。各変数の間には必ず

リックすると，図 のように

の基礎知識が必要である。こ

，基本的な概念に絞って，対

，

回

こ

応



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 回帰式の入力画面 図 回帰式を入力した画面

図 による消費関数の推定結果表示

する日本語を示しておく。

であることを先ず示し，

すなわち最小２乗法

を示している（これはパソコ

（ ）

は従属

は推定手法の意味

によって推定し， はこ

ンに内蔵されている時計の日時

変数で，これが

で，ここでは

の推定が行われた日時

に従って表示されている



ので，これが狂って

年から 年

析に利用された，

立命館経済学（ 巻特

いると有益な情報とはならない

であることを示している。

サンプル数に対応している

別号）

）。次の は，観測期間

は回帰

。その下に示されている，

が

分

は変数で，こ

る数値は，

（確率）は，

その下の統計量

（決定係

（回帰式

（ダービン・ワトソ

こでは説明変数に対応して

（係数）， （標

係数の値が０という帰無仮説

で，学部の計量経済学の講義

数）， （

の標準偏差），

ン統計量）， （ 統計

いる。各変数の横に示されて

準偏差）， （ 統計量

が受容される確率を示してい

で標準的に説明される概念は

自由度修正済み決定係数），

（対数尤度），

量）である。

い

），

る。

，

ここで，推定結

表示される。ここ

ここで，図 の

という名

果表示画面の閉じるボタンを

で， をクリックする

ように， と入力し

前で，この結果が記録される

クリックすると，図 の画面

と，図 の画面が表示される

て， をクリックすると

。

が

。

，

図 推定結果の保存確認画面 図 推定結果保存名称指定

推定結果に関し

たり，残差の形状

定結果の画面で，

こで，

される。ここで，

（ ）

ては，グラフによって現実の

を確認する必要がある場合が

をクリックすると，図

をクリックす

現実値，理論値（推定された

値と推定された値との比較を

多い。このためには，図 の

の画面が表示されるので，

ると，図 のような画面が表

回帰式から計算された従属変数の

し

推

こ

示

値），



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 回帰式の追加情報

残差の表示形態を選択する

選択 図 理論値

。一般的にはグラフによる表

と現実値の表示選択

現が最もわかりやすい

ので，２番目の，

のようなグラフが表示され

をク

る。

リックすると，図

図

（ ）

現実値，理論値，残差のグラフ



次に，この推定

（ ）

と入力して推定す

立命館経済学（ 巻特

式を対数線形で推定するため

（ ）

ると，図 のように推定結果

別号）

には，図 の画面で，

が表示される。

これに対応する

項に示した

の画面で以下の各

図 対数線形の消費関数

，現実値，理論値，残差のグ

各消費関数を，線形及び対数

式を入力すればよい。

の推定結果

ラフは，図 のように表示され

線形で推定するためには，図

る。

（

（ ）

（ ）

） （

（ ） （

）

）



データを用いた経済分析への誘い（平田）

図 対数線

なお最後の式は，

形の消費関数の現実値，理論値

が負の場合もあり得るの

，残差

で，対数線形の推定は

行わない。

消費関数以外の関数に関

本稿では，これらの推定

定していたが，あまりに長

のより詳しい説明， の

たい。

しては，練習問題として各自

結果を用いて連立方程式体系

くなったので本稿はここで

利用方法，連立方程式体系の

で試みよ。

の説明を行うことも予

閉じ，別稿で

説明を行うこととし
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（ ）
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